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鮎資源増殖に向けた稚鮎放流会を開催します 
 

県と世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会（玉田
た ま だ

和浩
かずひろ

会長）は、長良川の

稚鮎放流や人工ふ化放流など鮎資源の管理・増殖の取組みを進めています。 

このたび、温暖化適応策の一つとして、長良川中流域において早期放流の効果検

証を行うため、下記のとおり稚鮎放流を実施します。 

 

記 

 

１ 開催日時  岐阜市会場 令和７年３月２５日（火）９：５０～１１：００ 

        関市会場  令和７年３月２５日（火）１３：３０～１５：００ 

※小雨決行。河川状況や天候によって延期する場合があります。 

 

２ 場  所  岐阜市会場 長良川うかいミュージアム南側長良川プロムナード 

（岐阜市長良） 

        関市会場  鮎之瀬橋東 長良川右岸河川敷（関市池尻） 

 

３ 検証内容 

   春の適水温上昇期間が早まっており、早期放流により鮎の漁期も前倒しでき

る可能性があることから、通常（４～６月）より早いこの時期に、脂びれ切除

標識※をした稚鮎を放流し、解禁当初の漁獲魚への混入割合を調査します。 

  ※脂びれは、鮎の尾びれの前方にある小さなひれで、切除しても機能的な影響が少なく、

再生しないため、放流鮎を見分ける標識となる。 

 

令和７年３月２１日（金） 岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者   電話番号 

里川・水産振興課 漁業振興係 藤井 

内線 4216 
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４ 次  第 

＜岐阜市会場＞ 

（１）あいさつ（長良川漁業協同組合 玉田 和浩代表理事組合長） 

（２）講話「鮎の一生について」（県水産研究所） 

（３）大洞
おおぼら

こども園園児（１３名）及び漁業関係者による稚鮎放流 

 

＜関市会場＞ 

（１）あいさつ（長良川中央漁業協同組合 尾藤
び と う

 義
よし

昭
あき

代表理事組合長） 

（２）講話「鮎の一生について」（県水産研究所） 

（３）中濃保育園園児（２５名）及び漁業関係者による稚鮎放流 

 

５ 主  催  岐阜県、世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会 

 

６ そ の 他  取材いただける場合は、３月２４日（月）１７時までに上記担当 

まで連絡願います。 

 

７ 会場位置図  別紙参照 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜別紙＞ 会場位置図 

 

 ＜岐阜市会場＞ 

  長良川うかいミュージアム南側プロムナード（岐阜市長良） 

・長良川うかいミュージアム駐車場をご利用ください。（有料） 

 

 

 ＜関市会場＞ 

  鮎之瀬橋東 長良川右岸河川敷（関市池尻） 

  ・鮎之瀬橋北を東へ進み、池尻河原駐車場へお入りください。（無料） 


